
新型インフルエンザに関するお願い 
現在、メキシコ、米国を中心に新型(豚)インフル
エンザによるヒト感染症およびヒト-ヒト伝播が
報告されています。地域医療の維持のため、皆さ
まのご理解とご協力をお願いいたします。 
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東北感染制御ネットワーク 

 豚インフルエンザ感染症報告地域 (2009年5月1日現在):  
 メキシコ、米国(ニューヨーク市、カルフォルニア州、テキサス  
 州、サウスカロライナ州、カンサス州、マサチューセッツ州、 
 ミシガン州、ネバダ州、アリゾナ州、インディアナ州、オハイ  
 オ州)、カナダ、スペイン、ドイツ、ニュージーランド、スペイ 
 ン、イスラエル、英国、スイス、オランダ。  

　現在、流行が懸念されている新型インフル
エンザは、元来、豚に罹患するインフルエン
ザです。以前より豚で流行しており、通常、ヒ
トへは罹患しませんが、ごく少数の報告があ
りました。症状は、発熱・悪寒など通常のイ
ンフルエンザと似た症状と言われています。 
　2009年5月1日現在、メキシコ、米国での罹
患者が中心であり、必ずしも欧州・アジアな
どの域内で感染が拡大しているわけではあり
ません。また、日本国内における新型(豚)イン
フルエンザの流行は認められません。現在、
通常のインフルエンザが少数みられています。 
　現在のインフルエンザワクチンによる新型
(豚)インフルエンザ予防効果は期待できません。 
　新型(豚)インフルエンザも通常のインフルエ
ンザと同様に、咳やくしゃみなどでヒトから
ヒトへ伝播します。 
　したがって、日頃からの手洗いやうがい、
咳が出る際にマスクを着用するなど、基本的
な感染予防の遵守が重要です。 

 ご心配な方、流行地に渡航後、発熱などの症状のある方は、 
 医療機関には直接来院せず、まずお住まいの各保健所に 
 設置される発熱相談センターに、ご相談下さい。



